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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回　　　　　次
第54期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第55期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期

会　計　期　間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 38,384 50,580 194,377

経常利益 (百万円) 513 1,901 5,312

四半期(当期)純利益 (百万円) 198 1,264 2,867

純資産額 (百万円) 115,476 116,412 117,263

総資産額 (百万円) 147,884 156,667 161,593

１株当たり純資産額 (円) 3,347.11 3,374.34 3,398.82

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 5.75 36.70 83.21

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 78.0 74.2 72.5

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 9,817 △322 4,361

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △414 △56 △639

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △3,246 △618 △3,113

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高(百万円) 56,007 49,151 50,458

従業員数 (名) 1,035 1,080 1,088

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業内容について、重要な変更はあ

りません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 1,080［164］

(注)  従業員数は就業人員者であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 　654［ 56］

(注)  従業員数は就業人員者であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

生産事業 1,318 ＋68.7

(注) １  金額は、売価換算値によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

半導体事業 33,839 ＋49.1 22,741 ＋57.0

電子部品事業 15,966 ＋10.1 10,949 ＋27.3

電子機器事業 5,701 ＋12.4 4,480 △11.8

生産事業 1,819 ＋71.2 1,083 ＋82.3

合計 57,328 ＋32.3 39,254 ＋36.5

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

半導体事業 29,723 ＋49.6

電子部品事業 14,417 ＋10.0

電子機器事業 4,859 ＋9.8

生産事業 1,580 ＋60.4

合計 50,580 ＋31.8

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  主な販売先については、総売上高の100分の10未満のため記載しておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておりません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

（1） 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間の世界経済は、ユーロ圏の財政状態に不安があったものの、中国を始め

とする新興国に牽引され緩やかに回復いたしました。また、我々が従事しておりますエレクトロニク

ス業界は、新興国における市場拡大や先進国でのデジタル機器需要の持ち直しに加え、スマートフォ

ンやタブレットＰＣ等の新市場が立ち上がりを見せるなど、明るい兆しが見られました。

　このような情勢下で、当社グループは売上高の拡大を果たすため、主力である「ルネサスエレクト

ロニクス事業の拡大」に加えて「海外半導体リソースの事業拡大」「中華圏事業の拡大」を強力に

推進すると共に、「収益体質の改善」にも取り組んでまいりました。

　その結果、カーオーディオ用システムＬＳＩやパソコン用ＤＲＡＭ等の売上が増加したことから、

当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は505億80百万円（前年同四半期比31.8％増）、営業利

益15億84百万円（前年同四半期比373.0％増）、経常利益19億１百万円（前年同四半期比270.0％

増）、四半期純利益12億64百万円（前年同四半期比538.7％増）と増収増益になりました。

 

　 セグメントの業績は次のとおりであります。

　　①　半導体事業

当社グループでは、メモリ、システムＬＳＩ、個別半導体の販売並びにシステムＬＳＩの開発を

行っております。当第１四半期連結会計期間は、カーオーディオ用システムＬＳＩやパソコン用Ｄ

ＲＡＭ等の売上が増加し、売上高は297億23百万円（前年同四半期比49.6％増）、営業利益は12億

51百万円（前年同四半期比250.8％増）となりました。

 

　　②　電子部品事業

当社グループでは、表示デバイス、電源、機構部品を販売しております。当第１四半期連結会計期

間は、ＦＡ機器用液晶ディスプレイや携帯電話用機構部品等の売上が増加し、売上高は144億17百

万円（前年同四半期比10.0％増）、営業利益は６億15百万円（前年同四半期比65.6％増）となり

ました。

 

　　③　電子機器事業

当社グループでは、システム機器、設備機器を販売しております。当第１四半期連結会計期間は、

ＰＯＳ用システム機器等の売上が増加し、売上高は48億59百万円（前年同四半期比9.8％増）、営

業利益は１億21百万円（前年同四半期比28.6％増）となりました。

 

　　④　生産事業

当社グループでは、ヒートシンク（半導体素子用放熱器）を生産し、販売しております。当第１

四半期連結会計期間は、ＦＡ機器用ヒートシンク等の売上が増加し、売上高は15億80百万円（前年

同四半期比60.4％増）、営業利益は１億79百万円（前年同四半期比195.6％増）となりました。
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（2） キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比べ13億

７百万円減少し、491億51百万円となりました。

 

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期

純利益が19億79百万円であったことに加え、売上債権が37億24百万円減少したものの、仕入債務が29

億72百万円減少したことや、たな卸資産の増加19億53百万円及び法人税等の支払いが10億47百万円

あった為、全体で３億22百万円の資金が減少しました。なお、前年同四半期の営業活動によるキャッ

シュ・フローは98億17百万円の資金の増加でした。

 

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得

等により56百万円の資金が減少しました。なお、前年同四半期の投資活動によるキャッシュ・フロー

は４億14百万円の資金の減少でした。

 

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金が７億95百

万円増加したものの、配当金の支払い13億78百万円等があった為、６億18百万円の資金が減少しまし

た。なお、前年同四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは32億46百万円の資金の減少でした。

 

（3） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあり

ません。

　

（4） 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億44百万円であります。

　

（5） 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

世界経済は、今後も緩やかな回復が見込まれる一方で、ユーロ圏の財政問題が予断を許さず、先行

き不透明感を拭いきれない状況が続くものと想定されます。

　このような状況の中で、当社グループは、「事業モデルの刷新」「成長路線の再構築」に取り組ん

でいくと共に、「事業規模に見合った体制づくり」を進めていく考えであります。なお、平成23年３

月期の業績につきましては、半導体、電子部品の需要の回復が見込まれることから、前連結会計年度

と比べて増収増益となる見通しであります。

EDINET提出書類

株式会社　リョーサン(E02663)

四半期報告書

 6/25



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、重要な設備の異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 155,673,598

計 155,673,598

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,500,00034,500,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は、100株でありま
す。

計 34,500,00034,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

― 34,500 ― 17,690 ― 19,114

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、

記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式
　         34,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
　　 　34,433,700

344,337 ―

単元未満株式
普通株式
           32,300

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 34,500,000 ― ―

総株主の議決権 ― 344,337 ―

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社リョーサン

東京都千代田区東神田２
丁目３番５号

34,000 ― 34,000 0.10

計 ― 34,000 ― 34,000 0.10

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) 2,6182,5972,286

最低(円) 2,3722,1382,131

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,153 50,459

受取手形及び売掛金 63,268 67,427

有価証券 9,998 －

商品及び製品 15,848 14,135

仕掛品 180 116

原材料及び貯蔵品 229 196

未収入金 3,179 3,745

未収還付法人税等 15 20

繰延税金資産 256 522

その他 322 341

貸倒引当金 △88 △125

流動資産合計 132,365 136,840

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,819

※1
 4,876

土地 8,132 8,132

リース資産（純額） ※1
 300

※1
 327

その他（純額） ※1
 829

※1
 867

有形固定資産合計 14,082 14,203

無形固定資産 576 610

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 3,135

※2
 3,492

長期預金 3,500 3,500

繰延税金資産 1,665 1,597

その他 2,475 2,530

貸倒引当金 △1,044 △1,093

投資損失引当金 △89 △89

投資その他の資産合計 9,643 9,938

固定資産合計 24,302 24,752

資産合計 156,667 161,593
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 30,186

※2
 33,521

短期借入金 4,295 3,748

リース債務 132 139

未払費用 393 1,104

賞与引当金 302 －

未払法人税等 474 1,219

その他 1,927 1,821

流動負債合計 37,712 41,554

固定負債

リース債務 236 261

退職給付引当金 2,249 2,236

その他 56 276

固定負債合計 2,543 2,775

負債合計 40,255 44,329

純資産の部

株主資本

資本金 17,690 17,690

資本剰余金 19,114 19,114

利益剰余金 82,022 82,136

自己株式 △84 △83

株主資本合計 118,743 118,857

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 228 439

繰延ヘッジ損益 △14 7

為替換算調整勘定 △2,657 △2,160

評価・換算差額等合計 △2,443 △1,713

少数株主持分 112 120

純資産合計 116,412 117,263

負債純資産合計 156,667 161,593
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 38,384 50,580

売上原価 35,092 45,917

売上総利益 3,291 4,663

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 121 166

役員報酬 94 116

給料及び手当 794 826

賞与 225 240

退職給付費用 115 92

福利厚生費 159 153

減価償却費 169 156

その他 1,276 1,327

販売費及び一般管理費合計 2,957 3,079

営業利益 334 1,584

営業外収益

受取利息 24 26

受取配当金 101 125

為替差益 － 78

経営指導料 27 13

雑収入 79 89

営業外収益合計 232 333

営業外費用

支払利息 13 11

為替差損 33 －

雑損失 6 4

営業外費用合計 53 16

経常利益 513 1,901

特別利益

固定資産売却益 1 －

貸倒引当金戻入額 19 79

特別利益合計 21 79

特別損失

固定資産除売却損 1 1

投資有価証券評価損 1 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 3 1

税金等調整前四半期純利益 531 1,979

法人税、住民税及び事業税 196 357

法人税等調整額 136 356

法人税等合計 332 713

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,265

少数株主利益 1 0

四半期純利益 198 1,264
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 531 1,979

減価償却費 204 190

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △79

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24 17

受取利息及び受取配当金 △125 △151

支払利息 13 11

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 1

投資有価証券評価損益（△は益） 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,095 3,724

たな卸資産の増減額（△は増加） 815 △1,953

仕入債務の増減額（△は減少） 2,110 △2,972

その他 △785 △168

小計 9,813 599

利息及び配当金の受取額 114 136

利息の支払額 △13 △11

法人税等の支払額 △97 △1,047

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,817 △322

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △467 △56

有形固定資産の売却による収入 3 －

無形固定資産の売却による収入 9 －

貸付金の回収による収入 40 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △414 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,824 795

リース債務の返済による支出 △40 △32

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,378 △1,378

少数株主への配当金の支払額 △1 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,246 △618

現金及び現金同等物に係る換算差額 △151 △309

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,004 △1,307

現金及び現金同等物の期首残高 50,003 50,458

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 56,007

※
 49,151
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成

20年３月31日）を適用しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　

　

【表示方法の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

たな卸資産の評価方法　　

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　  9,749百万円　

 
※２　担保に供している資産
　　　投資有価証券　　　　　　　　　   　79百万円
　　　上記資産は、アルプス電気株式会社等の仕入債務
　　　（4,457百万円）の担保に供しております。
 
　３　偶発債務
      次の会社の金融機関からの借入に対して次のとお
　　　保証書を差入れております。
　　　DALIAN F.T.Z RYOSAN        　　　  57百万円
      INTERNATIONAL TRADING　　　　　（650,000
      CO., LTD.　　　　　　　　　　　   　米ドル）
      RYOSAN (THAILAND) CO.,            924百万円
      LTD.                        (340,000,000
                                      タイバーツ)
      RYOSAN ELECTRONICS                  7百万円
      (FOSHAN) CO., LTD.　　　　 　　 (600,000
                                          中国元)
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額    9,616百万円

 
※２　担保に供している資産
　　　投資有価証券　　　　　　　　　　 　95百万円
　　　上記資産は、アルプス電気株式会社等の仕入債務
　　　（4,813百万円）の担保に供しております。
 
　３　偶発債務
      次の会社の金融機関からの借入に対して次のとお
　　　り保証書を差入れております。
　　　DALIAN F.T.Z RYOSAN         　  　 60百万円
      INTERNATIONAL TRADING           (650,000
      CO., LTD.                           米ドル)
      RYOSAN (THAILAND) CO.,            697百万円
      LTD.                        (243,000,000
                                      タイバーツ)
      RYOSAN ELECTRONICS                  8百万円
      (FOSHAN) CO., LTD.              (600,000
             　                           中国元)
 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

該当事項はありません。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 53,007百万円

有価証券勘定 2,999  〃

現金及び現金同等物 56,007百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 39,153百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△1  〃

有価証券勘定 9,998  〃

現金及び現金同等物 49,151百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,500,000

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,064

　

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月12日
取締役会

普通株式 1,378 40平成22年３月31日 平成22年６月10日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　

　
半導体事業
(百万円)

電子部品
事業
(百万円)

電子機器
事業
(百万円)

生産事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
     対する売上高

19,87213,1024,423 985 38,384 ― 38,384

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 19,87213,1024,423 985 38,384 ― 38,384

営業利益 356 371 94 60 883 (548) 334

(注) １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な商品・製品の名称

(1) 事業区分の方法は、事業体制（組織）を基本とし、取扱商品、製品区分並びに販売形態等を勘案し、

    区分しております。

(2) 各事業区分の主要な商品・製品の名称

半導体事業　 ……… メモリ・システムＬＳＩ・個別半導体

電子部品事業 ……… 表示デバイス・電源・機構部品

電子機器事業 ……… システム機器・設備機器

生産事業　　 ……… ヒートシンク（半導体素子用放熱器）

２　営業費用のうち「消去又は全社」の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、548百万円であり、その主なもの

は、当社の企画・管理及び財経本部に係る費用であります。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

27,497 10,886 38,384 ― 38,384

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

1,559 83 1,643 (1,643) ―

計 29,057 10,969 40,027 (1,643) 38,384

営業利益 83 141 225 109 334

(注) １　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。 

２　各区分に属する主な国又は地域

アジア ……… 香港・シンガポール・台湾・中国・マレーシア等

３　営業費用は、各セグメントへ配賦しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　

　 アジア 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 13,325 13,325

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― 38,384

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

34.7 34.7

(注) １　国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

アジア ……… 香港・中国・台湾等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（ただし、連結会社間の内部売上

高を除く）であります。
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【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、事業セグメント別の財務情報により作成し、最高経営責任者が定期的

に業績を評価する対象となっているものであります。

　当社グループは、本社に商品・製品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品・製品について国内

及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　従って当社グループは事業本部を基礎として、「半導体事業」、「電子部品事業」、「電子機器事業」及び

「生産事業」の４つを報告セグメントとしております。

　各事業区分の主要な商品・製品の名称は下記のとおりであります。

　半導体事業   ……… メモリ・システムＬＳＩ・個別半導体

　電子部品事業 ……… 表示デバイス・電源・機構部品

　電子機器事業 ……… システム機器・設備機器

　生産事業     ……… ヒートシンク（半導体素子用放熱器）

　
　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2半導体事業

電子部品
事業

電子機器
事業

生産事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 29,72314,4174,859 1,58050,580 ― 50,580

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 29,72314,4174,859 1,58050,580 ― 50,580

セグメント利益 1,251 615 121 179 2,168 △584 1,584

（注）１　セグメント利益の調整額△584百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はありません。

　

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はありません。

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動はありません。

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 3,374円34銭
　

　 　

１株当たり純資産額 3,398円82銭
　

　

　
２  １株当たり四半期純利益金額

第１四半期連結累計期間
　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

　 　

１株当たり四半期純利益金額 ５円75銭
　

　 　

１株当たり四半期純利益金額 36円70銭
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期純利益金額(百万円) 198 1,264

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 198 1,264

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 34,466 34,465

　
　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

平成22年５月12日開催の取締役会において、平成22年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株

主に対し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 　1,378百万円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　           　 40円

　　③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成22年６月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成21年８月４日

　

株式会社リョーサン

取 締 役 会　御 中
　

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

有限責任指定社員

業務執行社員
　 公認会計士　 三　 澤　  幸　之　助  　㊞

　

有限責任指定社員

業務執行社員
　 公認会計士　 森　　田　 　浩　　之　　㊞

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社リョーサンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リョーサン及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成22年８月４日

　

株式会社リョーサン

取 締 役 会　御 中
　

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

有限責任指定社員

業務執行社員
　 公認会計士　 三　 澤　  幸　之　助  　㊞

　

有限責任指定社員

業務執行社員
　 公認会計士　 森　　田　 　浩　　之　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社リョーサンの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リョーサン及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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